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川 崎 晴 朗
The criteria of legal personality in [international] organizations may be
summarized as follows：
1．a permanent association of states, with lawful objects, equipped with
organs；
2．a distinction, in terms of legal powers and purposes, between the
organization and its member states；
3．the existence of legal powers exercisable on the international plane and
not solely within the national systems of one or more states.
―― Ian Brownlie, Principles of International Law ( 7th Ed. )
(Oxford：Oxford University Press, 2008), p. 677.
はしがき
筆者は，本紀要の第 136 号まで，４回にわたって「欧州共同体の使節権














外活動庁」（European External Action Service＝EEAS）がようやく 2010
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号及び第 135号（それぞれ 152-3頁，114 頁）並びに『外務省調査月報』
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…it is unavoidable that the Community from time to time becomes
entangled in questions of recognition of other States and
regimes…Institutions such as the Commission are naturally enough
often in practice confronted with questions of (implicit) recognition
whenever there are revolutions or successions in States in which the
Commission has opened delegations.















⑴ Introduction to the Law of the European Communities (3rd Ed. ; London, etc. : Kluwer
























づき EECと連合関係に入った。ギリシャ・EEC間の連合協定は 1962 年
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⑵ 1963 年 12 月，台湾が EECに対し代表部の設置を申し入れた際，EEC理事会及び委員会
がこれに同意したにもかかわらず，翌年１月 27 日，フランスは中国（北京）を承認，台湾が
初代代表の任命に関し EEC 側のアグレマンを求めた際，EEC への台湾の代表権は認めない
との態度を明らかにした（EEC 委員会，Bulletin，1964/No. 1，point 22）。この点について
は，M . Virally et al ( éds. ) , Les Missions Permanentes auprès des Organisations
Internationales (Bruxelles : Bruylant, 1971) も言及している（Ⅰ，727）。なお，2003 年，欧
州委員会が台北に経済貿易事務所を開設したことは，本紀要第 123 号で述べた通りである
（111頁）。
11 月 1 日に効力を発生したが，数年後の 1967 年４月 21 日，ギリシャで軍
事クーデターが勃発した。これ以来，同国はパパドプロス大佐の率いる軍
事独裁政権の下にあったが，EC 委員会の第２次一般報告（1968 年）が述
べているように，クーデター以後は，連合協定は routine business に限っ




0「北キプロス・トルコ共和国」（TRNC）が 1983 年 11 月 15日に誕生し
た。これは，キプロス北部のトルコ系住民が一方的に独立を宣言したもの
で，トルコを除く国際社会の反応は冷ややかであった。
周知のごとく，トルコは 1984年４月 11 日，三つの欧州共同体に対し加






1969 年 10 月 22 日，EC理事会及び EC 委員会はキプロスとの外交関係
の設定に合意したが（EC委員会，Bulletin，1969 年 12 月，ポイント 82），
TRNCの独立宣言を受け，1983 年 11 月 16 日，EC加盟国（当時は 10ヵ国）
は声明を発表してこの宣言をはねつけ（reject），キプロスがECにより承
認された唯一の合法的政権であるとした（同，Bulletin，1983 年 11 月，ポ
イント 2.2,33-34）。












三国としてMihajlo Crnobrnja大使（1989 年 11 月９日信任）の氏名と共に
掲げられていた。1992 年４月版から外交団リストに “Représentations
auprès de la Commission” の欄が加えられたが，新ユーゴの頁が臨時代理
大使 Dusko Lepandic二等書記官（1988 年８月３日着任）と共にここに掲
げられた。1992 年 10 月版では，新ユーゴはこの欄からも姿を消した。










2000 年 10 月９日，EU理事会は議長声明を発出し，加盟 15ヵ国に対し，
可能な限り新ユーゴとの外交関係を再樹立または正常化するよう希望した
（欧州委員会，Bulletin，2000 年 10 月，ポイント 1.6.22）。前述のように，
1995年，欧州共同体に対する新ユーゴの代表は欧州委員会が編纂する外交
団リストのメイン・リストに掲げられるようになったので（初代の本任代
表は 1989 年 11 月から旧ユーゴ代表であった Crnobrnja大使で，同大使の
着任は 1989 年 11 月９日），EUは一部の加盟国より早い時期に新ユーゴと
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⑶ EC 委員会，Bulletin，1992 年５月，ポイント 1.2.19，1992 年５月 12 日付 The New York
Times, p. A10. なお，同年７月 21 日付同紙，p. A6.
の外交関係を再樹立または正常化したことになる。




















* 1986 年９月 16 日付朝日新聞は，非常に興味のある特派員電を掲げた
（７頁）。これによると，前日（15日），南アフリカ共和国政府は，欧州共
同体代表にはじめて非白人を任命した。任命されたのはインド系の
Bahdra Galu Ranchod大使である。（注 同大使は，EUの外交団リストの































政府高官の接触の禁止等を決めた。しかし，1990 年 10 月７日，ヴェネツィ
アで開催された臨時外相会議は中国との関係を正常化することで基本的に
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般報告［1989 年］，ポイント 828，第 24 次一般報告［1990 年］，ポイント
745及びこれらに引用されている Bulletinの記事）。
6ベラルーシは 1994年 10 月 17 日，欧州共同体に対する初代代表を信







同年 12 月 10 日，ベラルーシ政府は声明を発表し，EU理事会はこれを
歓迎した（同，Bulletin，1999 年１・２月，ポイント 1.4.104）。1999 年一般
報告によると，同年１月 17 日，５人の大使はいずれもミンスクに帰任した















[Les sujets de droit autres que les Etats indépendents] sont en
mesure d ’acquérir le droit de légation actif et passif, à condition













が，ここでは筆者が 1970 年 10 月から 1973 年２月まで日本政府の在ジュ
ネーヴ代表部のメンバーであったときお近付きになった学者・研究者のう
ち，Paul Guggenheim 教授について語ることとしたい。（他に Paul





Guggenheim 教授はすでにジュネーヴの Institut des Hautes Etudes
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⑸ Traité de Droit International Public (Genève : Librairie de l ’Université, Georg & Co.,
1953), I, 489.
Internationales を退職され，同地で悠々自適の生活を送っておられた。筆








それらの主体が独立の外交政策（eine selbständige auswärtige Politik，





度問題委員会のM. van der Goes van Naters副委員長は，“Rapport sur les
problèmes que posent les relations des Communautés Européennes avec
l’extérieur, en particulier le droit de légation et de pavillon” (Document









⑹ Lehrbuch des Völkerrechts (Basel : Verlag für Recht und Gesellschaft, 1948), I, 451-2，フ
ランス語版 Traité de Droit International Public (Genève : Librairie de l’Université, Georg &
Co., 1953), I, 489. 本節の冒頭にフランス語版から関連個所を引用した。拙訳中，「独立の外
交政策」の表現についてはフランス語のほかドイツ語の原文を示した。
よく知られているように，1969 年 12 月１日及び２日，ハーグで開催さ
れた欧州理事会は 1970 年代の目標の一つとして政治面における EC 加盟
国間の協力を謳った。こうして 1970 年代初頭からEPCが開始されたので
あるが，それは３本の欧州共同体設立条約の枠外で行なわれるものとされ
た。しかし，1987 年７月１日に効力を発生した単一欧州議定書第 30 条は
EPCに法的基盤を与えるもので，加盟国間の外交政策分野における協力の
慣行を成文化した。また，マーストリヒト条約第５編（第 J条―第 J．11
条）の規定する CFSP は EPCを発展させたもので，アムステルダム条約
第５編（第 11 条―第 28 条）の諸規定は，これをさらに強化させた。（例え
ば，第 18 条第１項及び第３項の規定によると，欧州理事会の議長は CFSP
関連の事項で EUを代表し，CFSP 上級代表は議長を補佐することになっ
た。）




終った。その精神は 2007 年 12 月 13 日，EU加盟 27ヵ国により調印され
























１．筆者は，本稿の［付１］で述べるように，2009 年５月 16 日から６月
７日まで米国に滞在し，その間ワシントンにある米国務省を計４回訪問，












⑺ 例えば，R. J. Dupuy, “Le Droit des Relations entre les organisations internationales,”






















意（accord de principe）を与えた，1960 年２月初頭，イギリス及び米国両
政府に対して ECSC最高機関及び EEC・ユーラトム各委員会が行なった
声明により，共同代表部の開設の意向が伝えられた，1960 年３月 10 日，ブ
リュッセルにあるイギリス及び米国両国の代表部に対しても理事会議長が
連絡を行なった，と述べているが（ポイント 136），EEC委員会の第３次一
般報告（1959 年３月 21 日―1960 年５月 15日）も大体同様のことを記述し
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⑻ Michel Dumoulin (ed.), The European Commission, 1958-72 : History and Memories
(Brussels : European Commission, 2007) によると，ユーラトム委員会の事務所は 1958 年秋











査月報』2007 年度 / No. 1 に掲載の「欧州共同体が派遣した初期の代表部・
連絡事務所」及び本稿の「はしがき」で触れた「リスボン条約とEUの対外
能力」Ⅲを参照されたい。
３．EC 委員会の初代駐米代表 Aldo Maria Mazio が信任されたのは
1971 年 10 月 20 日であるが，彼は米国国務省のリストの 1973 年２月版に
















⑼ ユーラトム委員会の第４次一般報告（1960 年４月―1961 年４月）のポイント 156 を参照さ
れたい。
⑽ ロンドンには 1956 年１月から ECSC最高機関が代表部を置いていた（本紀要第 128 号，
87-9頁）。これを共通代表部に改組するのは手続的には比較的簡単であったと考えられる。
しかし，Dumoulin (ed.), The European Commission…によると，EECのハルシュタイン委
員長が最高機関の在英代表部の Johannes Linthorst Homan代表に３共同体を代表せしめよ
うとしたところ，フランスの反対にあったという（344 頁）。
European Communities










５．米国務省の外交団リスト Fall 2007版（2007 年 10 月刊）からAU代
表部が登場した。この版の序列リストを見ると次のようになっている。
EU
HE John Bruton…………December 9, 2004
African Union Mission
HE Amina Salum Ali………April 13, 2007
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African Union (Delegation of the African Union
Mission)
Her Exellency Amina Salum Ali
Ambassador (Head of Delegation)
European Union ( Delegation of the European
Communities)
His Excellency John Bruton












むようになった国は，カナダ等ほかにもある（本紀要第 128 号，104-5 頁）。
余計な詮索かも知れないが，EU代表がある国で最古参の外交代表になっ








EU に関しては，本紀要第 127 号で述べたように，AU はその前身，
OAUが活動していた時期からEC委員会（のち欧州委員会）に対する連絡




連事務局は Permanent Missions to the United Nationsを刊行しているが，
No. 286（2001 年６月）にはOAUは掲げられていない（OAUがAUに移
行することは 2000 年７月に合意されたが，AU が正式に発足したのは
2002 年７月）。
Permanent Missions…のNo. 288（2002 年８月）に次の記載がある。（No.
287 は参照できなかった。）
Office of the Permanent Observer of the African Union to the United
Nations
H. E. Mr. Amadou Kébé
Ambassador/Permanent Observer
No. 297（2007 年７月）から，第２代オブザーバーの H. E. Mrs. Lila
Hanitra Ratsifandrihamanana が登場する。
米国務省等の外交団リストとは異なり，Permanent Missions…では，
AU及び EU（正確にはEuropean Community となっている。）は他の政府
間国際機関（例えば Asian-African Legal Consultative Organization，
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Central American Integration System，Commonwealth Secretariat，
International Police Organization，International Organization for
Migration等）と同列に扱われ，“Intergovernmental organizations having
received a standing invitation to participate as observers in the sessions












































任命について触れた（161-2頁）。すなわち，2008 年 10 月 17 日，日本政府
は鹿取克章氏をASEAN担当大使に任命したのである。
ASEAN加盟 10ヵ国は，2007 年 11 月 20 日に採択した憲章で 2015年の
共同体創設を目指すことになった。日本政府による ASEAN担当大使の
任命はこのような動きを視野に入れたものと考えられる。ASEAN事務局





















山田大使は，2010 年７月 27 日，Surin Pitsuwan事務局長に岡田外務大
臣署名の委任状を提出した。同日付のASEAN事務局の発表は，事務局長
が “a simple ceremony” において山田大使から “Letter of Credentials
[sic]” を受領した，と述べている。
２．2010 年 10 月 29 日，菅直人首相と ASEAN加盟国首脳はヴィエト
ナムのハノイで第 13 回日本・ASEAN首脳会談を開催したが，議長声明の
第４項は次のように述べている（原文のまま）。
The ASEAN Leaders appreciated the appointment of Japanese
Ambassador to ASEAN in April and expected the early
establishment of Japan ’s permanent mission to ASEAN in Jakarta.
We committed to strengthening coordination and cooperation
















の第三国になった。2011 年４月 26 日，米国の David Lee Carden大使は，







き，上記の ASEAN 事務局の発表は “Ambassador Yamada is the first
dedicated Ambassador to ASEAN who is based in Jakarta. The other
Ambassadors to ASEAN residing in Jakarta are also concurrently


















ドと “free association” の関係にあるクック及びニウエの外交能力を認め，
これら２ヵ国と外交関係を開設し，両国は 2002 年３月 25日，欧州共同体
に外交使節を信任せしめた
(13)





















The Official Directory of the European Union 及び Corps Diplomatique
accrédité auprès de l’Union Européenne（いずれも電子版）がある。
このほかの域外国についても，まだ外交使節の派遣・接受には至ってい
ないものの，EUとすでに外交関係を有する国が数ヵ国ある。筆者は，本














及び 134号）。今回は，米国国務省図書館―― Ralph J. Bunche Library と
いう。――に保存されている各国の外交団リストについて記述することと
したい。







から個人的に Senior Reference Librarian の Mrs. Joan Sherer を紹介さ
れ，訪問できたのである。
この訪問の目的の一つは，本紀要第 133 号の 61ページ以下に述べたよ
うに，筆者が作成中の資料，すなわち EUが第三国及び他の国際機関に派
遣し，またこれらより接受している常駐代表の歴任表 Annotated
Summary of Lists of Delegations, Missions and Offices sent and received by
the European Communitiesを少しでも完成の域に近付けるため，国務省
図書館に蔵置されている各国の外交団リストを閲覧することであった。















































２．Ralph J. Bunche Library は，当然のことながら米国国務省がこれま
でに刊行した在ワシントンの外交団リストをほとんど全部蔵置している。
筆者が閲覧した一番古い版は 1887 年 11 月 14日版で Foreign Legations in
the United Statesと題され，日本を含む 27ヵ国の公使館がリスト・アップ




日本を離れる前，米国国立公文書館（National Archives and Records
Administration＝NARA）に照会したところ，Textual Archives Services
Division の David A. Langbart さんから米国の外交団リストならわれわれ
のところにも全部の版がある，といってきた。NARA はメリーランド大









国のリストもまず諸外国代表の信任日をリスト（Order of precedence and
dates of presentation of credentials）――「序列リスト」である。――で示
し，つづくメイン・リストで各大使館・代表部をアルファベット順に並べ
てある。（現在では，在米公使館は全部大使館に昇格している。）筆者が手




























で国会図書館に蔵置されているのは 1959 年７月，1961 年９月及び 1963 年
９月版の３冊であるが，前の二つの版のタイトルは Liste des Membres des
Missions accreditées auprès de la Haute Autorité de la CECAとなってい
る。しかし，EEC及びユーラトムが発足したあと発行された 1963 年９月
版のそれは Corps Diplomatique accredité auprès de la Haute Autorité de la
CECAとなっている。EEC 委員会のリストにあわせたことがわかる。一
方，ユーラトム委員会のリストは国会図書館には 1964年５月版しかない







EC委員会の発足後のリストは Corps Diplomatique accredité auprès des
Communauté Européennesであった。もっと正確にいえば，1967 年２月
版の corrigendum No. 3（1967 年７月刊）からこのタイトルに変更された
のである。EEC 委員会のリストのタイトルを踏襲したことがわかる。こ
の Corps Diplomatique…は，冊子の形で 2008 年 12 月版まで発行された。
1993 年 11 月，EUが発足したが，三つ（のち二つ）の共同体は依然存続し
ており，欧州委員会は EC 委員会のときと同一のタイトルでリストを刊行
したのである。
その後，電子版に移行したが，タイトルはMissions accreditées auprès de
l’UE et auprès de la CEEA となった。リスボン条約の効力が発生した









［付記３］Annotated Summary of Lists of Delegations…について
本紀要第 133 号で述べたように（53頁，61-3頁），筆者は Annotated
Summary of Lists of Delegations, Missions and Offices sent and received by











































御相談したい。また，筆者は Summary of Lists…の完成のため，内外の
EU研究者の支持・協力を得ることができれば，と考えている。
［付記４］EUのジュネーヴ国際機関代表部及び国連代表部





2009 年 12 月 1 日，リスボン条約が効力を発生し，その 1 年後，
Baroness Catharine Ashton が率いるEEASが発足した。それでは，ジュ
ネーヴ国際機関代表部及び国連代表部のステータスに何らかの変化が見ら
れたか。
筆者が照会したところ，2011 年 1 月，ジュネーヴでもニュー・ヨークで






であったAngelos Pangratis が任命され，2011 年 1 月 12 日，大使の資格で
WTOの Pascal Lamy事務局長に信任された。ジュネーヴ国際機関代表部
につては，2011 年 1 月 1 日，John Clarke が臨時代理大使となったが，3月








（Acting Head of Delegation）となった。8月 3 日，Baroness Ashton は
Thomas Mayr-Harting を EU の国連代表に任命する計画を発表した。筆
者の照会に対し，国連代表部は同大使が 10 月に信任される予定であると
回答してきた。Serrano代表臨時代理は９月 30 日に離任したが，８月 1
日，Johannis Vrailas が次席に任命された。 （未完）
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SUMMARY
The Capability of the European Union
in International Relations⑴
KAWASAKI Seiro
This is the first portion of a new series on the diplomatic
（international）competence of international organizations in general and
the European Union in particular. The author hopes that the new series,
composed of articles relating to the subject, will supplement what he has
so far contributed to this Bulletin and other academic journals on the
right of legation practiced over the past half-century by the European
Communities and the European Union.
As a start, the reader will find four articles in this issue : the political
aspect observable in the course of the exercise of the right of legation by
the European Communities and the European Union；the theory
advanced by Prof. Paul Guggenheim on the “independent foreign policy”
of the European Communities；how the European Union and the African
Union are treated by the Diplomatic List of the United States of America ;
and the right of legation being exercised by the Association of South-East
Asian Nations (ASEAN).
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